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〇犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会『あした彩』の支援について 

 先般、「社会奉仕委員会の新しい活動への取組みについて」ご案内をさせていただきました「犯罪 

被害者支援大学生ボランティア連絡会『あした彩』」の活動支援として、昨年 10 月に大阪で開催さ

れた「少年犯罪被害シンポジウム『WILL』」と 1 月に京都で開催された「京都犯罪被害者支援学生

フォーラム」に参加する学生のために交通費（バス代等）を支援させていただきました。 

1 月 20 日の例会でもご報告させていただきましたが「京都犯罪被害者支援学生フォーラム」には 

手配したバスが満席となる 50 名もの参加があり、また当クラブから岡本副会長、西岡幹事を始め 

8 名参加し、学生と一緒にフォーラムのテーマ「性犯罪被害の実態について」勉強してきました。 

「あした彩」のフェイスブックに当クラブからの支援に対するお礼とフォーラムの報告が掲載され 

ていましたので紹介させていただきます。 

https://www.facebook.com/people/あした彩-岡山/100035968543299 
 

 

------------ 

〇12 月 16 日(月)外部卓話に来ていただいた時の記事 

ホテルグランヴィア岡山において開催された岡山北西ロータリークラブ例会に、あした彩の代表と 

して参加させていただきました。 

ロータリークラブさんには 10月 13 日に大阪で開催された『WiLL-もう 1つの子どもの日-』にあし 

た彩の学生が参加する際、往復の交通費について資金援助していただいています。 

そのおかげで参加希望者全員の 65 人で参加することができ、学生それぞれが WiLL を通して多くの 

ことを学ぶことができました。 

また、11 月 24 日に開催された『犯罪被害者支援フォーラム 2019in おかやま』にはロータリクラブ 

の方が多数参加してくださり、その後あした彩の学生と意見交換をさせていただきました。 

意見交換を通して、まだお互いの活動について知らない部分も多いということが分かり、今後お互 

いの活動について理解を深め、互いに協力していきたいと感じました。 

このような繋がりがあった中、例会に招待してくださり、約 50名の会員の方々の前であした彩の活 

動内容について報告させていただきました。 

報告後には、会員の方から「今度講演会にぜひ参加してみたい。学生が、どんな活動をしているのか 

よく分かった。ぜひ一緒に活動をしていきましょう。」と声をかけていただき‘’犯罪被害者支援の輪” 

が広がっていることを実感しました。 

1 月 19 日(日)に京都産業大学で開催されるフォーラムには、ロータリークラブさんにバスを出して 

いただき、会員の方々とあした彩の学生が参加することが決定しています。 

現在、私たちは多くの方々に協力してもらい活動の幅を広げることができており、そのことに感謝す 

るとともに犯罪被害者の方々の心に寄り添った支援ができるようもっと活動を頑張りたいと強く思い 

ます。 

 



〇1 月 19 日(日) 京都犯罪被害者支援学生フォーラムの記事 

1 月 19 日(日)に京都産業大学において開催された、京都被害者支援学生フォーラム 

 ~もし友達が性犯罪に遭ったら~に参加させていただきました。 
講演は 2 部構成となっており 1 部では私たちあした彩学生と関わりの深い岡山県警の藤原佐千子 
(ふじわらさちこ)警部補、2 部には今回主催の京都産業大学新恵理(あたらしえり)准教授にご講演 
いただきました。藤原さんには性犯罪の実態を、新さんには性犯罪に対する⺠間の支援を海外の 

事例を基にお話していただきました。 

突然ですが、性犯罪に関する支援制度を知っていますか  
岡山県警では、事件発生後でも被害者に対し、保険証不要で病院の診察代を全額負担する制度など 

があるといいます。 
このように普段知られていない制度を発信していくことも私たちあした彩学生の使命だと考えます。 

被害者支援だけでなく、被害者を出さないためにも、私たちあした彩学生は活動を通し発信して参 

ります。 

フォーラムでは講演の後にグループディスカッションを行いました。３つの議題を基に話し合いを 
行い、意見交換をしました。講演後にディスカッションを行うことにより自分の中で咀嚼して考え 

ることが出来ました。また他大学の学生と意見を交わすことによりその考えを深めることが出来、 

とても有意義な時間となりました。その後の交流会ではあした彩だけではなく、他県の大学の方と 

話をすることにより、支援の輪が広がっていることを 実感しました。 
これも京都までの往復バスを手配していただきました岡山北⻄ロータリークラブさんの協力があっ 
てこそだと思います。ありがとうございました。  
今回のように他県に出向き活動を行うことは、私たちあした彩学生にとって大きなものとなって 

います。私たち学生だけでは活動に限界があり、サポートなしではその幅を広げることが出来ま 

せん。北⻄ロータリークラブさんをはじめ多くの方に支援していただき私たちの活動が可能になっ 

ていることに感謝の気持ちを忘れず、これからも支援の輪を広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き「あした彩」の活動について会員の皆様のご理解、 

ご賛同をいただきながら推進してまいります。 


